
私
た
ち
は
、
昭
和
60
年

に
発
足
、
毎
週
土
曜
日
の

午
前
9
時
〜
正
午
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
発
足
当
時

は
、「
楽
焼
」で
茶
碗
等
の

創
作
を
行
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
現
在
は
、
灯
油
焼
成
窯
で
成
形
↓

素
焼
↓
釉
付
け
↓
本
焼
の
工
程
で
、
陶
芸

の
技
術
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。
粘
土
か

ら
形
に
す
る
成
形
が
一
番
楽
し
く
、
ま
た

想
像
し
た
色
合
い
よ
り
想
い
も
か
け
ぬ
出

来
栄
え
が
あ
っ
た
り
、
窯
出
し
の
時
は
と

て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
公
民

館
ま
つ
り
が
近
づ
く
と
作
品
づ
く
り
が
活

発
に
な
り
ま
す
。
地
域
の
子
ど
も
を
対
象

に
陶
芸
教
室
を
開
き
大
変
喜
ば
れ
、
ま
た

公
民
館
の
ロ
ビ
ー
で
は
作
品
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
自
分
の
作
り
た
い
作
品
を
た
く
さ

ん
焼
い
て
、
楽
し
く
励
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
9
時

半
〜
午
後
零
時
半
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

10
年
前
に
公
民
館
が
企
画
し
た「
子
ど
も

た
ち
と
浴
衣
を
着
て
踊
り
ま
し
ょ
う
」に

女
の
子
8
人（
小
学
2
〜
5
年
生
）が
集

ま
り
、
う
ち
5
人
が
練
習
の
成
果
を
公

民
館
ま
つ
り
で
披
露
し
、
2
曲
踊
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
50
代
〜
80
代
の
8
人
と

男
の
子
も
入
会
し
て
み
ん
な
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。
年
に
2
〜
3
回
の
老
人
ホ
ー

ムへの
慰
問
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
踊
り
を

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

女
性
会
、
老
人
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ

せ
て
踊
っ
て
い
ま
す
。
秋
の「
公
民
館
ふ
れ

あ
い
フェス
テ
ィ
バ
ル
」、
2
月
の
南
区
民
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の「
さ

ざ
な
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」の
出
演
に
向
け

て
み
ん
な
頑
張
っ
て

稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
毎
月
第
1
〜
3
月
曜
日
の

午
後
7
時
〜
9
時
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
14
年
目
に
入
り
、
会
員
は
8
人
で

年
齢
層
が
50
代
〜
90
代
と
幅
広
く
、
歌

（
演
歌
）の
好
き
な
男
女
が
若
さ
と
健
康

を
保
つ
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
楽
し
み
な
が
ら

練
習
し
て
い
ま
す
。
お
腹
か
ら
声
を
出
し

て
歌
い
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
、
2
時

間
が
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
気
分
壮
快

で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。
年
一
度
の

公
民
館
ま
つ
り
と
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

の「
さ
ざ
な
み
フ
ェス
テ
ィ
バ

ル
」で
自
慢
の
美
声
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
カ
ラ
オ
ケ
の
学
習

を
通
じ
て
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
活
動
や
目
標
、
夢
を
さ
ら
に
広

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と一緒
に
、
歌
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
22
年
、
公
民
館
の
講
座「
絵
本
の

中
の
女
性
た
ち
」を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
何
気
な
い
日
常
の
ふ
と
し
た
幸

せ
を
見
つ
け
る
よ
う
に
、一
冊
の
絵
本
の
中

か
ら
生
き
る
こ
と
へ
の
励
ま
し
を
感
じ
、

さ
さ
や
か
な
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
く
て
、

毎
月
1
回
、
第
2
木
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
活
動
し
て
い
ま
す
。ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
番
組
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
お
な

じ
み
の
三
浦
ひ
ろ
み
さ
ん
が
、
独
特
の
感

性
で
絵
本
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

年
齢
層
は
40
代
〜
80
代
と
幅
広
く
、
時

に
は
、
絵
本
の
中
の
料
理
作
り
に
挑
戦
す

る
な
ど
好
奇
心
も
行
動
力
も
旺
盛
な
会

員
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
富
な
人
生
経
験

や
生
き
る
姿
勢
に
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。シ
ン
プ

ル
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
る
力

が
ぎ
ゅっ
と
詰
ま
っ
て
い
る

絵
本
。
そ
の
魅
力
に
、
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
は
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
1
時

〜
3
時
に
活
動
し
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ

結
成
か
ら
10
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
、
50

代
〜
70
代
の
10
人
と
講
師
と
で
毎
週
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
ス
ト
レ
ッ

チ
の
コ
ツ（
手
足
の
伸
ば
し
方
や
呼
吸
法
な

ど
）は
、
普
段
の
生
活
の
中
で「
体
の
ど
こ

に
力
を
入
れ
る
と
健
康
に
よ
い
か
」を
意

識
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
体
づ
く
り
や
け
が
の
予
防
に
も
役
立

ち
、
心
身
を
心
地
よ
い
状
態
に
導
い
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
、
週
1
回
の
ペ
ー
ス
で
公
民

館
に
集
う
こ
と
で
、
会
員
同
士
が
昔
の
話

か
ら
最
近
の
ニュ
ー
ス
ま
で
語
り
合
い
、
お

し
ゃ
べ
り
に
も
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
お
か

げ
で
、こ
こ
数
年
多
く

の
会
員
が
病
気
知
ら
ず

で
過
ご
し
て
お
り
、日
々

ス
ト
レ
ッ
チ
の
効
果
を
実

感
し
て
お
り
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
午
後
6
時
半
〜
9
時
半

に
和
室
で
小
倉
百
人
一
首
を
用
い
た
競
技

か
る
た
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
競
技
か

る
た
は
、
近
年
は
漫
画「
ち
は
や
ふ
る
」で

も
お
な
じ
み
で
す
が
、
毎
年
1
月
に
近
江

神
宮
で
行
わ
れ
る
名
人
戦
、ク
イ
ー
ン
戦

を
見
か
け
る
機
会
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

「
畳
の
上
の
格
闘
技
」と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど

激
し
く
札
際
の
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
、ス

ポ
ー
ツ
的
な
要
素
も
強
い
競
技
で
す
が
、

対
戦
相
手
と
の
送
り
札
、
出
札
の
読
み
合

い
な
ど
独
特
な
心
理
戦
の

面
白
さ
も
あ
り
、
老
若
男

女
に
広
く
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
試
合
形
式
の
練
習

の
他
、
札
を
速
く
取
る
た

め
の
素
振
り
や
試
合
後
の

感
想
戦（
反
省
会
）も
行
っ

て
い
ま
す
。
上
級
者
も
初
心
者
も
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
、
週
1
回
似
島
公
民
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
生
涯

を
通
じ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
競
技
で

す
。
1
チ
ー
ム
4
人
の
競
技
者
が
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
コ
ー
ト
を
利
用
し
、
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル

を
使
う
の
で
衝
撃
も
少
な
く
、
初
心
者
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
現
在
部
員

は
7
人
で
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
私
た
ち
は
市
の
リ
ー
グ
に
登
録

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
女
性
フ
リ
ー
の

部
で
6
位
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
公
式
試

合
だ
け
で
な
く
、い
ろ
い
ろ

な
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を

し
、
交
流
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
な
が
ら
1
位
を
目

指
し
て
頑
張
って
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲撤去前 現在でも残っている手押しポンプ▲撤去後

▲撤去前 ▲撤去後

南
区
内
公
民
館

グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

①仁保公民館
②青崎公民館 
③段原公民館
④大河公民館
⑤楠那公民館
⑥宇品公民館
⑦似島公民館

駅前に残るポンプ群のうち、Bブロックの歩道にある3基について、持
ち主は名乗り出よ、出ない場合は撤去！の非情な告知にハラハラしてい
ました。
まず、津田式1基は平和記念資料館が引き取る、との報道が。この時
点では残り2基は処分の可能性もあったような雰囲気。自分が引き取ろう
かとも考えましたが、手を上げた誰もが権利があるとも思えませんし、公
告には、撤去費用を請求…の文字も。
9月10日（2013年の）までに撤去されない場合は、市において撤去、

と書いてあったのですが、この日を過ぎても誰も名乗り出ず。ポンプもそ
のまま。撤去時期は明示していないので、しばらくそのままだろうか？遅い
秋が来ても路上に長い影を落とし、何度目かの冬を迎えていました。その
まま年越し。
年明け早々、新聞に、平和記念資料館が1基引き取り済み、の記事が。

そこには資料館前で撮った「駅前にあった津田式」の写真。どうやら現場
からは全てのポンプを撤去の様子。日時が分かっていたら見学に行ったん
ですが。残り2基のうち、津田式1基は現場に再設置予定、川本式は、

引き取り手募集！一瞬、挙手致し
ます！と思いましたが、公開、活
用を前提、の但し書きが。それな
りの規模の施設でないとダメとい
うことのようで、手を引っ込めまし
た。いくつかの施設が引き取りを
検討しているようです。

早いもの勝ちではないようなので
慌てても仕方ないし、私の立場で
は推移を見守るしかないのですが、
どこかに譲渡するとして、どのよう
な方法で行うかはこれから検討す
る、とのことです。とにかく、鉄くず
にならずに済んだようで一安心。

現場に行ってみると、ポンプのあった場所は真新しい舗装で塗り固め
られ、塩ビパイプが1本埋めてありました。抜歯のようで痛 し々い。これ
じゃ絵になりません。ポンプは別の場所で保管してあるそうです。皆さん
ご安心を。
どうしてもこのあたりでポンプを見たい！という方は反対側の歩道に行く

と、津田式2基、川本式1基がまだ残っています。中には割れて中が丸
見えのカットモデルのよう
になったものも。
津田式1基は再開発終

了後、再設置の予定との
ことで、現状で実用には耐
えないのでオブジェとしての
役割でしょうが、再び路上
に長い影を落とすのを待ち
ましょう。

皆さんは、近隣の人たちとどれくらい親しく生活しているのだろうか？私
たちの暮らしは、高度成長期以降、過密過疎の進展や雇用労働者の増
加の影響を受け、家族・近隣で共同して行ってきたことを社会的な制度
やサービスなど公的な仕組みでまかなうように長い時間を経て変わってき
た。その結果、地域での共同作業なしに人は生きられるようになり、同じ
コミュニティに住む人たちの住民組織である自治会、女性会、老人クラブ
などの加入率が減少し、地元コミュニティのお祭りやひとり暮らし高齢者
の見守り活動などまちぐるみで取り組む必要のある活動のためには不可
欠であるにもかかわらず、解散の危機に瀕するところもでてきている。
しかし、だからといって人々の孤立が一様に進展しているというわけで
なさそうだ。私たちの生活環境が、居住するコミュニティに限定された
人々のつながりに“関わらざるを得ない”ことから解放され、ボランティアや
趣味の活動など気の合う仲間との継続的な交流のつながりに、より自由
に選択できるようになってきた。
ところで、小説「ドーン」などで有名な作家の平野啓一郎氏が「分人」
という考えを提唱しているのをご存じだろうか。人は個人のなかに多様な
キャラクターを持っており、それを家庭、職場、友人関係など様々な他人
との関係性に応じて使い分け「分人」として暮らしているという。私たち
は、住んでいるコミュニティの人 と々の関わり以外にもたくさんの人 と々形
成するコミュニティの一員として生きなければならない。その関わりのなか
で、色 な々自分の顔を同時に持って暮らしているというのだ。そして、この

「分人」として生きている私たちが様 な々顔でコミュニティに複数参加する
ことで、多様で豊かなコミュニティの有機的つながりを形成していくのであ
る。つまり、私たちが地元だけ、会社だけという単一のコミュニティだけに
固執することなく、複数のコミュニティの一員としていろいろな顔を持ち暮
らすことが社会全体のコミュニティの豊かな連結に貢献していくのであ
る。私たちのささやかな自発的な地域活動が、案外これからの地域を支
えていく屋台骨になるのかもしれない。
最後にコミュニティの活動に参加するときに意識していきたいことを2つ

あげておく。ひとつは、コミュニティ活動へは必ず自発的に参加すること
である。参加のきっかけは人に誘われた場合など様々でも、社会貢献や
自己実現など自分が地域活動をやりたくてやらなければ面白くもなければ
継続もしない。もうひとつは、できるだけ早くから地域活動に取り組むこと
である。たとえ休日の数時間だけでもフルタイムで働いているときから地域
活動をすると、果てしなく広く人々のつながりに発展することであろう。
プラチナ世代の皆さんの活発な地域活動が、広島市の将来をきっと豊
かにすることであろう。

プラチナ世代のまちづくりへの参加
～豊かな人間関係の生活を目指して～

飯田真三レポーター 市民パブリシスト

Profile

講師 手島　洋

☎082-281-1831
☎082-281-3802
☎082-281-3792
☎082-254-6731
☎082-255-2187
☎082-253-2529
☎082-259-1100

県立広島大学 保健福祉学部 人間福祉学科

地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
応
援
す
る
最
も
身
近
な
施
設

「
公
民
館
」で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
、南
区
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
う
こ
そ

公
民
館
へ

①
仁
保
陶
芸
サ
ー
ク
ル

（
仁
保
公
民
館
）

②
日
本
舞
踊
す
ず
の
会

（
青
崎
公
民
館
）

③
段
原
ド
レ
ミ
フ
ァ

（
段
原
公
民
館
）

⑤
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

（
楠
那
公
民
館
）

⑥
宇
品
も
み
ぢ
の
会

（
宇
品
公
民
館
）

⑦
似
島
体
協
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
部

（
似
島
公
民
館
）

④
絵
本
の
会
ひ
ま
わ
り

（
大
河
公
民
館
）

！

らしっくレポートらしっくレポート

広島駅前手押しポンプのその後

らしっくコラム
Rashikku column

南
区
内
公
民
館

前号の「らしっくレポート」にて広島駅前に残る手押しポンプの不思議について
レポートしました。今回は、ポンプのその後の行方についてです。

［猿猴橋町周辺］

［猿猴橋町周辺］

［広島駅前］

ふ
だ 

ぎ
わ

ぶん じん

910



EV

渡り廊下

予約が不要な無料施設

予約が必要な有料施設
フロア
案内図

ご利用についての詳細は

まちづくり市民交流プラザ
TEL（082）545-3911

までご相談ください。

まちづくり市民交流プラザのご案内

まちづくり市民交流プラザは、生涯学習やボランティア・市民活動
を支援し、まちづくりと市民交流を進める拠点施設として、平成14
年5月に開館しました。
プラザには、生涯学習やボランティア・市民活動を目的とした個人・
グループが利用できる無料施設と使用申請が必要な有料施設とが
あります。

6F

5F

4F
4F

3F

2F

1F

マルチメディア
実習室

マルチメディア
スタジオ

ひと・まち
ネットワーク部
管理課

プラザ事務室

会議室
A

会議室
B

フリースペース

フリー
スペース

受付

入口

情報資料
コーナーエントランス

ロビー

展示
コーナー

ラウンジ

研修室
A

ギャラリー
A

ギャラリー
B

研修室
B

会議室
C

作業室

研修室
C

調整室

EV

EV

EV

EV

EV

EV

マルチメディアスタジオ・調整室
200インチのスクリーンと112
人の階段席を備え、主に映像を
使った発表や講演会・上映会な
どに利用することができる映像
スタジオです。階段席を収納し、
机・椅子を並べると60人の研修
を行う部屋としても利用ができ
ます。

フリースペース（3階受付で利用手続きが必要）
生涯学習やボランティア・市
民活動グループのミーティ
ングなどに利用できます。資
料作成に利用できるパソコ
ンやホワイトボードなども備
え付けてあります。（ただし
金銭の授受が伴うような活
動や営利・政治・宗教に関する活動など内容によっては利用
できない場合もあります。）
3階フリースペースの一角には作業室があり、グループ活動
の会報や資料等の印刷（有料）などができます。

会議室A・B・C
定員15～18人の少人数の会議
や勉強会に適した部屋です。

事務室
有料施設の予約や受付を行うほか、生涯学習やボランティ
ア・市民活動に関する相談に応じます。

ラウンジ（キッズスペース）
お子様連れの方のための託児ス
ペースです。貸室でイベント等
を実施される際に利用の他、お
むつ替えや授乳もできます。た
だし、お子様のみの利用、予約
や占有利用はできません。

エントランスロビー

●フリースポット

案内・相談カウンター、情報検
索用パソコン、情報資料コー
ナー、展示コーナーがありま
す。情報検索用パソコンでは
「ひろしま情報a-ネット」など生
涯学習に関する情報を閲覧す
ることができます。情報資料
コーナーでは、生涯学習やボ
ランティア・市民活動に関するちらしなどを配
架しています。
展示コーナーは、生涯学習や市民活動に関す
る各種団体の展示発表の場として無料提供し
ています。（要申込）

フリースポットとは、無線LANでインターネットにアクセスできる場所
やサービスの名前です。 南棟1階ロビーで無線LAN（Wi-Fi）を搭載し
たお持ちの携帯電話、ノートパソコン等から無料でインターネットに接
続することができます。生涯学習やボランティア・市民活動に関する情
報の検索にご利用いただけます。

●作業室
作業室には、フルカラー印刷
機、軽印刷機、コピー機、ポス
タープリンター、裁断機、紙
折機などの機器を備えていま
す（一部実費が必要）。生涯学
習やボランティア・市民活動の資料、冊子づくりなどにご利
用ください。営利・政治・宗教に関する利用はできません。

●ロッカー・メールボックス
ボランティア・市民活動団体を応援するため、会報や資料づ
くりに必要な印刷用紙などを保管できるロッカー（有料）や
団体宛ての手紙を受信できるメールボックス（無料）を貸し
出しています。利用申込には所定の申込用紙と団体の活動
内容が分かる資料の提出が必要です。対象団体など詳細は
お問合せください。

研修室A・B・C
各室定員60人のマイク設備の
ある部屋です。人数に応じて、2
室、3室続きで利用できます。

マルチメディア実習室
パソコンを40台備えた部屋で
す。パソコンを活用した学習が
できます。

ギャラリーA・B
生涯学習や市民活動の成果の発表や展示に利用できます。
また、多目的に利用できるよう長机や椅子、移動式パーテー
ション、スポットライトなどの備品を備えています。

北棟

南棟

ご利用についての詳細は

まちづくり市民交流プラザ
TEL（082）545-3911

までご相談ください。

※有料施設・設備については、消費税率の変更に伴い、4月1
日より利用料金を改定します。詳しくはホームページでご確
認ください。

会議室A

3階フリースペース

ロッカー メールボックス

研修室B

実際の展示の様子

1112



情

の

情

の

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

大
学
な
ど
が
持
つ
優
れ
た
研
究
・
教
育

機
能
を
市
民
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

（1）
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、
来
所

に
よ
り
、①
希
望
講
座
名
ま
た
は
大
学
名

②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
住
所
④
連
絡
先

（
電
話
番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号
）。
先
着
順

に
よ
り
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。※
各
講
座
と
も
全
回
参
加
が
前
提

で
す
。※
郵
送（
は
が
き
等
）に
よ
る
受
付

は
行
って
い
ま
せ
ん
。

（2）
受
付
時
間
：
月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
。

（
来
所
の
場
合
は
午
前
9
時
半
か
ら
）。

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
閉
所
し
て
い

ま
す
。

（3）
申
込
開
始
日
が
講
座
に
よ
って
異
な
り
ま

す
。
申
込
開
始
日
ま
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
下
記
の
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 

（
財
）広
島
市
未
来
都

市
創
造
財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

部
管
理
課
事
業
係

〒
7
3
0-

0
0
3
6 

中
区
袋
町
6
番

36
号

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5

5
0
8
2
・
5
4
1
・
5
6
1
1

※（
財
）広
島
市
未
来
都
市
創
造
財
団
は

4
月
1
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
広
島
市

文
化
財
団
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

三
滝
少
年
自
然
の
家
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
第
1
回
三
滝
自
然
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、昆
虫
、植
物
、星
座
な
ど
三
滝
の

魅
力
あ
る
自
然
を
活
動
に
活
か
し
、野

外
で
の
遊
び
や
観
察
な
ど
を
通
し
て
、自

然
に
親
し
み
ま
す
。ま

た
、体
験
活
動
を
通
し

て
個
々
の
家
族
の
絆
を

深
め
、他
家
族
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

5
月
17
日（
土
）〜
18
日（
日
）

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
、野
外
炊

飯
な
ど

　
　
　

16
家
族

　
　
　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

※
保
険
料
・
食
費
・
薪
代
・
資
料
代
な
ど

の
参
加
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

  

事
業
名
、郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
、家
族
全
員
の
名
前
と
ふ

り
が
な
、性
別
、児
童
生
徒
は
学
年
を
記

入
し
、82
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
長
形
3
号
で
宛
名
を
記
入
）を
同
封
し
て

下
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 　
　

4
月
1
日（
火
）〜
4
月

15
日（
火
）【
必
着
】

②
第
1
回
三
滝
自
然
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、植
物
、星
空
な
ど
三
滝
の
も
つ
自

然
の
魅
力
を
活
動
に
活
か
し
、日
頃
で
き

な
い
よ
う
な
自
然
体
験
活
動
を
行
い
、思

い
出
づ
く
り
を
し
な
が
ら
絆
を
深
め
ま

し
ょ
う
！

　
　
　

6
月
28
日（
土
）〜
29
日（
日
）

　
　
　

自
然
観
察
、ク
ラ
フ
ト
な
ど

　
　
　

42
人

　
　
　

小
学
校
4
年
生
〜
6
年
生

※
保
険
料
・
食
費
・
薪
代
・
資
料
代
な
ど

の
参
加
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

   

事
業
名
、名
前
、ふ
り
が
な
、

性
別
、郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、学

校
名
、学
年
、保
護
者
名
を
記
入
し
、82

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
長
形
3

号
で
人
数
分
宛
名
を
記
入
）を
同
封
し

て
左
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。　　

　

 　
　

5
月
1
日（
木
）〜
5
月

15
日（
木
）【
必
着
】

※
①
②
共
通
項
目

　
　
　

  

広
島
市
三
滝
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　

 

広
島
市
三
滝
少
年
自

然
の
家

〒
7
3
3-

0
8
0
2 

広
島
市
西
区
三
滝

本
町
一丁
目
73
番
地
の
20

☎
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
1

5
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
2　
　
　

  

ひ
と
・
ま
ち
広
島
未
来
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
H
㎡（
ふ
む
ふ
む
）

第　
回
助
成
団
体
最
終
活
動

発
表
会
＆
第　
回
助
成
応
募

団
体
公
開
審
査
会

市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
助
成
す
る
基
金
H
㎡（
ふ
む
ふ

む
）。広
島
の
未
来
を
つ

く
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
活

動
の
成
果
発
表
や
こ
れ

か
ら
新
た
に
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
提
案
事

業
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

5
月
10
日（
土
）

最
終
活
動
発
表
会
：
午
前
10
時
〜
正
午

公
開
審
査
会
：
午
後
1
時
〜
5
時
半

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
北
棟
4
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
財
）広
島
市
未
来
都
市
創
造

財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
管
理

課
事
業
係

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5

※（
財
）広
島
市
未
来
都
市
創
造
財
団
は

4
月
1
日
よ
り
公
益
財
団
法
人
広
島
市

文
化
財
団
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

図
解
で
や
さ
し
く
学
ぶ

お
金
の
教
室
1
日
体
験
授
業

保
険
・ロ
ー
ン・
貯
蓄
・
資
産
運
用
な
ど
の

金
融
の
し
く
み
と
家
計
改
善
の
基
礎
を

学
ん
で
い
く
マ
ネ
ー
ス
ク
ー
ル
の
体
験
授

業
で
す
。
実
際
の
授
業
の一
部
を
体
験
で

き
ま
す
。
実
生
活
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の

詰
ま
っ
た
内
容
を
体
験
で
き
ま
す
の
で
、

お
金
の
か
し
こ
い
貯
め
方
や
上
手
な
使
い

方
が
知
り
た
い
方
、
家
計
を
改
善
し
た

い
方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　

毎
月
第
3
日
曜
日 

午
前
10
時

半
〜
午
後
零
時
半

　
　
　

無
料

　
　
　

日
本
マ
ネ
ー
バ
ラ
ン
ス
Ｆ
Ｐ
協

会
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム（
広
島
市
南
区
段
原

南
2
丁
目
3
番
28
号
Ａ
Ｋ
ビ
ル
2
0
2
）

　
　
　

N
P
O
法
人
日
本
マ
ネ
ー
バ
ラ
ン
ス
F
P
協
会

☎
0
8
2
・
2
9
8
・
3
7
0
0

　
　
　
　

info@
jm
bf.jp

　
　
　
　

http://w
w
w
.jm
bf.jp

「
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
島
市
で
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、各
区
役
所
の
地
域
起
こ
し
推
進
課

内
に「
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

設
置
し
、ま
ち
づ
く
り
活
動
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
に
次
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
等
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
相
談
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
関

連
情
報
の
提
供

②
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
事
例
紹
介
や
知

識
の
習
得
な
ど
を
目
的
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
人
材
育
成
講
座
等
の
開
催

③
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、テ
ン

ト
な
ど
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
物

品
の
無
償
貸
出
し

④
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
初
動
期
に
お
け

る
勉
強
会
・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
講
師
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
派
遣
や
必
要
な
物
品

の
提
供（
1
団
体
に
つ
き
5
万
円
以
内
）

①
②
ど
な
た
で
も

③
④
3
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

　
　
　

各
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー（
地
域
起
こ
し
推
進
課
内
）

受
付
時
間
は
、平
日（
年
末
年
始
、8
月

6
日
を
除
く
）午
前
8
時
半
か
ら
午
後

5
時
15
分
ま
で
。

中
区（
0
8
2
・
5
0
4
・
2
5
4
6
）

東
区（
0
8
2
・
5
6
8
・
7
7
0
5
）

南
区（
0
8
2
・
2
5
0
・
8
9
3
5
）

西
区（
0
8
2
・
5
3
2
・
0
9
2
7
）

安
佐
南
区（
0
8
2
・
8
3
1
・
4
9
2
6
）

安
佐
北
区（
0
8
2
・
8
1
9
・
3
9
0
5
）

安
芸
区（
0
8
2
・
8
2
1
・
4
9
0
5
）

佐
伯
区（
0
8
2
・
9
4
3
・
9
7
0
5
）

楽
し
人（
タ
ノ
シ
ビ
ト
）の
た
め
の

あ
そ
び
C
a
f
e

み
な
さ
ん
、素
敵
な
余
暇
を
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？「
あ
そ
び
C
a
f
e
」で
は
毎

月
第
3
土
曜
日
に
気
軽
に
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
相
談
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
余
暇

を
楽
し
む
た
め
の
話
と
余
暇
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
や「
余
暇
診
断
シ
ー
ト
」を
使
っ

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

4
月
19
日（
土
）、5
月
17
日（
土
）、

6
月
21
日（
土
）、7
月
19
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
3
時
半

※
受
付
開
始
は
午
後
1
時
半
〜

　
　

  

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ 

南
棟
1
階
ロ
ビ
ー

　
　

  

広
島
県
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
協

会
会
員

パ
ソ
コ
ン
講
座

①
エ
ク
セ
ル
で
つ
く
る
医
療
費
管
理
表

　
　
　

5
月
11
日（
日
）〜
5
月
25
日

（
日
）﹇
毎
週
日
曜
日 

全
3
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
3
時
半

　
　
　

3
，6
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

②
J
i
m
d
o
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

講
座

　
　
　

5
月
16
日（
金
）〜
6
月
6
日

（
金
）﹇
毎
週
金
曜
日 

全
4
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

4
，5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い

て
送
受
信
が
で
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

閲
覧
操
作
が
で
き
る
方

③
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
基
礎
講
座

　
　
　

6
月
5
日（
木
）〜
7
月
24
日

（
木
）﹇
毎
週
木
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

1
0
，1
6
0
円（
テ
キ
ス
ト

代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

④
ワ
ー
ド
2
0
1
0
応
用
講
座

　
　
　

6
月
7
日（
土
）〜
7
月
26
日

（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
前
10
時
半
〜
午
後
零
時
半

　
　
　

1
0
，0
5
2
円（
テ
キ
ス
ト

代
込
）

　
　
　

ワ
ー
ド
の
基
礎
を
理
解
で
き

て
い
る
方

⑤
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
応
用
講
座

　
　
　

6
月
7
日（
土
）〜
7
月
26
日

（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
3
時
半

　
　
　

1
0
，0
5
2
円（
テ
キ
ス
ト

代
込
）

　
　
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
理
解
で
き

て
い
る
方

⑥
無
料
ソ
フ
ト
で
写
真
を
加
工
し
て

み
ま
せ
ん
か
、少
し
だ
け
プ
ロ
の
技
に

挑
戦
！

　
　
　

6
月
27
日（
金
）〜
7
月
18
日

（
金
）﹇
毎
週
金
曜
日 

全
4
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

4
，5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

※
①
②
③
④
⑤
⑥
共
通
項
目

　
　
　

38
人

　
　
　

  

往
復
は
が
き（
104
円・4
月
1

日
以
降
）ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
講
座
名
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号（
フ
ァ

ク
ス
で
お
申
込
み
の
方
は
フ
ァ
ク
ス
番
号
）

を
記
入
の
う
え
、

①
5
月
1
日（
木
）

②
5
月
8
日（
木
）

③
④
⑤
5
月
27
日（
火
）

⑥
6
月
19
日（
木
）

ま
で
に
必
着
で
、ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。①
④
⑤
の
講

座
は
、託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。託
児

（
1
歳
半
以
上
の
未
就
学
児
）を
希
望
の
場

合
は
子
ど
も
の
年
齢
を
記
入
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方
や
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
自
信
の
な
い
方
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

会
場
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　

原
則
、偶
数
月
の
日
曜
日﹇
4

月
〜
8
月
の
日
程
﹈4
月
6
日
、
13
日
、20

日
、27
日
、6
月
1
日
、8
日
、15
日
、22
日
、

8
月
3
日
、17
日
、24
日
、31
日

午
後
1
時
半
〜
4
時
半

　
　
　

無
料

　
　
　

不
要

※
パ
ソ
コ
ン
の
開
放
台
数
は
20
台

※
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
　 11

12

市
創
造
財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

部
管
理
課
事
業
係

〒
7
3
0

36☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5

5

森森森森森森森森森森

情
報
の

森森森
日本語の多様性

5/31・6/7・6/14
6/21・6/28
土曜（全5回）
10：00～ 12：00

高校生、大学生
社会人 60人

無料
4月15日から

いま、ヨーロッパを
みる ー日本からー

6/5・6/12・6/19
6/26・7/3
木曜（全5回）
18：00～ 19：30

大学生、社会人
50人

無料
4月15日から

超高齢化社会に
ついて考える

9/13・9/20
9/27・10/4　
土曜（全4回）
10：00～ 11：30

社会人 60人

無料
8月1日から

古典に歴史を読む

9/13・9/20・9/27
10/4・10/11
土曜（全5回）
14：00～ 15：30

社会人 100人

無料
8月1日から

安田女子大学 比治山大学

労働社会の変容
―「仕事」の社会学―

9/20・9/27・10/4
10/11・10/18
土曜（全5回）
10：30～12：00

高校生、大学生
社会人 50人

無料
8月1日から

広島国際学院大学広島文教女子大学広島女学院大学

講座名

大　学

日　時

対　象
定　員

受講料

申　込

イ
ベ
ン
ト

「
プ
ラ
ザ
主
催
事
業
の

ご
案
内
」に
関
す
る

お
問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
7
3
0
‐
0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

5
0
8
2
・
5
4
5
・
3
8
3
8

日　
時

日　
時

対　
象

受
講
料

日　
時

日　
時

参
加
費

会　
場

対　
象

対　
象

受
講
料

日　
時

対　
象

受
講
料

日　
時

対　
象

受
講
料

日　
時

日　
時

日　
時

対　
象

対　
象

受
講
料

参
加
費

申
込
み

受
講
料

相
談
員

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

プ
ラ
ザ
主
催
事
業
のの

ご
案
内

ご
案
内

会　
場

場　
所

申
込
・
問
合
せ

定　
員

申
込
方
法

生
涯
学
習

お
知
ら
せ

申
込
方
法

支
援
内
容

申
込
方
法

開
催
場
所

申
込
方
法

日　
時

内　
容

内　
容

定　
員

対　
象

対　
象

日　
時

日　
時

定　
員

申
込
・
問
合
せ

場　
所

問
合
せ

問
合
せ

M
A
I
L

U
R
L

申
込
・
問
合
せ
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「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は、「7月下旬発行予定」です。8月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。

▲プレゼン講座の様子

▲ごみステーション

11
月
15
日
、

22
日
、
12
月
6

日
、
13
日
の
全

4
回
、
ま
ち
づ

く
り
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
ス
タ
ジ

オ
に
お
い
て
プ
レ

ゼ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の

講
座
は
自
分
の「
想
い
」を
伝
え
、

活
動
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
手
法
の

ひ
と
つ
で
あ
る「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」に
つ
い
て
、
日
常
の
中
で
実
践
で

き
る
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と

で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
す
。
講
座
で
は
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
自
己
認
識
、
表
現
力
に
つ
い
て
、

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
じ
て
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
座
の
修
了
生
か
ら
は「
1
回
1

回
が
新
鮮
で
い
ろ
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
」「
自

分
の
想
い
を
伝
え
た
り
、
人
の
話
を

聞
く
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
や
っ
て

い
き
た
い
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

役
立
て
た
い
」な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
座
で
学
ん
だ
知
識
が

今
後
の
活
動
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ろ
し
ま
男
子
駅
伝
」に
て
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
！

1
月
19
日（
日
）、
地
元
の
声
援

を
背
に
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
広
島
の

街
を
走
り
抜
け
る「
ひ
ろ
し
ま
男
子

駅
伝
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究
会

（
広
島
市
内
に
本
社
ま
た
は
支
社
・

支
店
を
置
き
、
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
企
業
・
団
体
に
よ
る
研
究

会
）で
は
、
毎
年
こ
の
男
子
駅
伝
を

応
援
し
、
沿
道
の
環
境
美
化
に
も
役

立
と
う
と「
ひ
ろ
し
ま
男
子
駅
伝
応

援
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」を

実
施
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
沿

道
の
2
か
所

（
N
H
K
前
、

ホ
テ
ル
東
急
ビ

ズ
フ
ォ
ー
ト
前
）

に
清
掃
用
具
の

貸
し
出
し
と
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
、

清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

正
午
か
ら
活

動
を
開
始
。

研
究
会
の
参

加
企
業
・
団

体
の
関
係
者

や
そ
の
家
族

の
方
々
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
訪

れ
、
清
掃
用
具
と
ご
み
を
入
れ
る
袋

を
受
け
取
り
、
駅
伝
ス
タ
ー
ト
地
点

の
平
和
公
園
へ
と
向
か
っ
て
行
き
ま

し
た
。

午
後
零
時
半
に
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
ろ
か
ら
、
回
収
さ
れ
た
ご
み

が
持
ち
込
ま
れ
、ご
み
袋
が
次
々
に一

杯
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
駅
伝
の

選
手
た
ち
が
N
H
K
前
を
通
過
す

る
際
は
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
の
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
て
沿
道
に
出
て
応
援
し
、

駅
伝
が
ゴ
ー
ル
し
た
午
後
3
時
に

は
、
清
掃
活
動
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
活
動
で
収
集
し
た
ご
み
は
、

可
燃
、
不
燃
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、カ

ン
・
ビ
ン
な
ど
合
わ
せ
て
40
袋
に
な

り
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て

参
加
さ
れ
た
方
の
総
計
は
582
名
に
も

な
り
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
今
後
も
市
民
の
皆

さ
ん
に
還
元
し
て
い
く
た
め
の
様
々

な
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

「
新
し
い
自
分
に
！
〜
ホ
ッ
プ・

ス
テ
ッ
プ・ジ
ャ
ン
プ
〜
プ
レ
ゼ
ン

講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は、「7月下旬発行予定」です。8月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動

研
究
会 

活
動
報
告

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/
※メールマガジンの登録もできます。

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

募集して
います！
募集して
います！
募集して
います！

広島市まちづくり市民交流プラザ

平成26年3月28日発行　発行者/&広島市未来都市創造財団 まちづくり市民交流プラザ  〒730-0036 広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。
当財団は平成26年4月1日から「公益財団法人広島市文化財団」に名称を変更します。
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